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本ゼミは今年，ゼミ室の大幅な模様替えに着手した。基本的に材料

加工（木材加工）を活動の中心に据えていることもあり，木を多く用い

たテーブルやロッカーの配備を行っている。 

 その一環として，ゼミ生が利用するシューズラックの製作に取り組ん

だ。 

 

 

技術科教育第2ゼミナールでは，現在12名のゼミ生が活動を行っ

ている。そのため，12人分の靴を収納することができる棚を製作する必

要があった。 

そこで我々は，一段に 3人分の靴を収納することができる 4段の木

製シューズラックを設計し，製作した。  

まず，大切にしたことは，『靴を置きたくなるシューズラック』の製作で

ある。これまではドア付近に靴が無造作に置かれていたが，自分から

積極的に靴を収納したくなるようなデザインにすることで，自然とゼミ室

の整理整頓がなされると考えたためである。これを達成するためのアイ

デアとして，耳付きの板を背板として用いることによる，デザイン性向上

を行った。 

また，背板に 10 度の傾斜をつけたことによって，靴の出し入れがし

やすいデザインになっている。傾斜をつけたことでできたデッドスペース

は，背板の支えとなる部分に別の棚板を設けることで，長靴などを収

納することができるようにし，活用した。 

高さについても，靴を出し入れしやすいような高さを研究し，靴を収納

する最下段の棚板が，地面から 500ｍｍの高さになるように設計した。

底板には長靴を置くことができるようになっている。 

図2は，TinkerCADを用いて作成した図面である。完成形を共有したこ

とで，作業をスムーズに行うことができた。（図2参照） 

製作にあたって，まず使用する木材の選定を行った。ゼミ室に置か

れているテーブルやロッカーは，カラマツの３層パネル（図 3）が使用され

ている。シューズラックに関しても，統一感を出すためにカラマツの３層

パネルを使用することにした。また，背板に用いている耳付きの板材は

クルミを用いた。 

塗装に関しても，統一感を醸し出すために，クリアで塗装を施した。 

 

 

 今回の製作で，ゼミ室の雰囲気にマッチしながらも存在感のあるシ

ューズラックを置くことができた。しかし，雨や冬の日など，靴が湿って

いるときに収納する場合，棚板に直接靴を置くと見栄えや寿命に影響

するため，改善が必要であると考えている。今後は，防水の方法につ

いて調査を進め，より使い勝手の良いシューズラックに仕上げていきた

い。 

 

今後の展望 
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